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および、統計ソフト SPSS for Windows ver.11.0J を用い、平均値の差の検定、
従属変数を育児負担感とし重回帰分析を行った。有意水準はすべて 5%とした。
調査期間は平成14年7月23日から平成14年9月4日である。 
〔結果〕 
 母親・子どもの特性と育児負担感との関連を明らかにするために平均値の差
の検定を行った。結果、育児負担感は、無職者が有職者に比べて高く、体調が
悪くなるにつれて高く、３歳児に男児をもつ母親が女児をもつ母親に比べて高
く、育てやすさの認知が悪くなるにつれて有意に高くなった。また、育児負担
感に及ぼす影響要因を明らかにするために重回帰分析を行った。育児負担感は、
母親の年齢が低くなるにつれて高くなり、無職者が有職者に比べて高く、体調
が悪く、子どもが通園しており、子どもの育てやすさの認知が悪くなるにつれ
て高くなった。また、母親役割達成感・自己効力感は育児負担感と独立した負
の相関があった。 
〔考察〕 
 これらの結果より、母親の年齢が低いこと、無職者であること、体調が悪い
こと、３歳児に男児をもつこと、子どもを育てにくいと認知することが育児負
担感を高める要因と考える。また、母親役割達成感・自己効力感が、育児負担
感と有意に負の相関があったことから、母親としての役割達成感・自己効力感
を高くもつと、育児負担感が低くなると考える。妻役割達成感は育児負担感と、
Peason の相関係数では有意な相関が見られたが、重回帰分析により育児負担感
と有意な関連が見られなかったことから、母親の育児に対する肯定感情である
母親役割達成感に影響しているのではないかと考えられた。 
〔総括〕 
 ３歳児をもつ母親を対象に、育児負担感と役割達成感、自己効力感との関連
を明らかにした。育児負担感を高める要因として、無職であること、体調が悪
いこと、３歳児に男児をもつこと、子どもを育てにくいと認知すること、母親
役割達成感・自己効力感が低いことが明らかになった。今後は、育児負担感を
高めると考えられる要因をもつ母親を考慮し、優先的に支援を行っていく必要
があると考えられる。 
